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・災害時の事業継続計画（BCP）の対策を行いたい。

・社内サーバーの容量肥大化、メンテナンスの負荷を解決したい。

・消費税率改正に伴うバージョンアップ問題を解決したい。

・『PCAクラウド』ならバックアップ機能も付き、データを安全に守る
ことができる。

・『PCAクラウド』なら利用料以外のサーバー代やサーバー管理費は
不要。

・『PCAクラウド』ならバージョンアップ費用も不要。消費税率改正や
会計制度の変更にまつわるバージョンアップ費用の負担は軽減。

導入効果

導入システム

導入の狙い

1950年の設立以来、産業機械の販売・設計において着実に実績を築いてきた三國機械工

業株式会社。バイオマス、地熱、水素などの新エネルギー分野でも、重要な役割を担って

いる企業である。同社が2014年に導入したのが『PCAクラウド』だ。『PCA会計Xクラウ

ド』を利用することで得られた「安全・安心」は非常に意味があると語る。国際色豊かで歴

史もある機械専門商社の中で『PCAクラウド』がもたらした効果について伺った。

三國機械工業株式会社
□所在地：（本社）〒130-0026 東京都墨田区両国三丁目 19番 11号
              （日立営業所）〒317-0072 茨城県日立市弁天町一丁目 8番 7号
              （大阪営業所）〒530-0041 大阪府大阪市北区天神橋三丁目 3番 3号
□設立：1950（昭和 25）年 6月 12日
□資本金：8,800万円
□社員数：75名（セールスエンジニア 30名、プロジェクトエンジニア 30名、バックオフィス 15名）
□主業種：卸売業
□業務内容：産業機械の販売、設計、製作
□URL：http://www.mikunikikai.jp

○PCA クラウド プリペイドプラン （Type2 2CAL）
   ・PCA 会計 X クラウド

『PCAクラウド』なら安全・安心で、
税率改正に伴うバージョンアップ費用は不要。

「手形管理システム」も
『PCAクラウド』で利用可能

PCAクラウド 導入事例

本社外観



三國機械工業株式会社では、十年以上
前から『PCA会計』を導入し、社内サーバ
ーを利用して運用してきた。そこに新し
く『PCAクラウド』を導入したのには、次
のような3つの理由があったという。

まず1つめが震災時の「事業継続計画
（BCP）」への対策だ。「3年前の東日本大震
災をきっかけに、リスク回避は常に意識
してきました。仮に本社ビルに何かあっ
た場合でも、事業を継続できる環境を検
討していました」と管理本部部長 江副浩
通氏は語る。

加えて2つめの理由である「社内サーバ
ーの容量肥大化、メンテナンスの負荷」も
気になる点だったという。
「サーバーは容量が増える一方に加え、

経年劣化によるトラブルも懸念していま
した。さらに社内サーバーですから管理
の問題も出てきます。当社の管理部は5名
体制で、各自が人事や総務、経理などの業
務を担当しており手一杯の状態です。シ
ステム担当者は1名おりますが、24時間
サーバーに張り付いているわけにはいき
ませんし、休暇中にサーバートラブルが
起きる可能性もあります」（江副氏）

そして、3つめが「消費税率改正に伴う
バージョンアップ問題」だった。
「消費税率の改正が2014年4月から8％

へ、さらに今後10％へ2段階で引き上げ
となり、そのたびに会計ソフトのバージ
ョンアップに費用をかけるのは、経費削
減の面からも何とか抑えたい部分でし
た」と管理本部課長 田中秀一氏は語る。
この消費税率改正が背中を押し、具体的
に『PCAクラウド』導入を検討しはじめた
という。

○震災対策、サーバー管理の負
   荷。そして2段階の消費税率
   改正に対応するには……

導入前の運用と課題

『PCAクラウド』なら同社が懸念してい
た3つのポイント、「震災対策」「サーバー
管理の負荷」「バージョンアップ費用の削
減」がすべて解決できる。そこで『PCAク
ラウド』導入を役員会に提案したところ、
想定外の反応があったという。
「結果としては『導入OK』でしたが、そ

の理由と反応は少し予想と違っていまし
た。当社の場合、手形管理システムとの関
係から、コスト面では特に大きなメリッ
トはありません。そのため導入反対も覚
悟していたのですが、役員会としては震
災の経験もあり『PCAクラウド』の『安全・
安心』はとても大きな価値があると判断
したのです。当社の規模で、震災時にシス
テムを確実に維持・稼動させるのは大変
な作業です。ならばサポートも含めて
PCAにお任せした方がよいと考えまし
た」（江副氏）

2013年12月に導入が決定し、翌2014
年1月から体験版利用、2月から本稼動と
なり、消費税率改正前に本格運用が開始
した。

○『PCAクラウド』の『安全・安
   心』には大きな価値がある

選定のポイント

現在、三國機械工業株式会社では『PCA
会計Xクラウド』と『Vicsell手形管理』※1
を連携させ、本社内で運用している。機械
専門商社や製造業などの場合、手形の取
り扱いは今なお多い。手形管理について
もExcel®などでの管理よりも、なるべく
専門的な手形管理ソフトで取り扱った方
が一元管理でき間違いは少ない。そのた
　

○『PCAクラウド』で利用できる
   手形管理システム

導入後の効果

三國機械工業株式会社
管理本部 部長
江副 浩通 氏

【Vicsel手形管理】
『PCA会計X』と連携。手形の発行から決済
まで、受取手形の取立、割引、裏書、決済な
ど手形管理をトータルサポート。

※ 1）『Vicsel手形管理』は、（株）SCP.SOFT
の製品です。



三國機械工業株式会社

めクラウドでも利用できる手形管理シス
テムは必須条件で、『Vicsell手形管理』な
ら『PCA会計Xクラウド』との連携が可能
だった。
『PCA会計Xクラウド』『Vicsell手形管

理』の連携によって、まず『PCA会計Ｘク
ラウド』に入力された買掛金などの支払
債務は、『Vicsell手形管理』で自動的に抽
出され、支払方法の設定や支払の処理ま
で一括して管理・処理できる。受取手形に
ついては、『Vicsell手形管理』で勘定科目
や補助科目など得意先の登録をあらかじ
めしておくと、そのまま『PCA会計Xクラ
ウド』の仕訳データへと連携する。受取、
取立、割引、裏書、決済まで一連の手形管
理ができ、『PCAクラウド』によってこれ
らのデータは社内で共有、さらにバック
アップ機能によりデータも守られる。
「このようなクラウドと連携できる手

形管理システムは当社にはどうしても必
要でした。『PCAクラウド』ならバージョ
ンアップ費用は不要ですし、独自のサー
バー管理費用も要りません。長期的に見
ればコスト面はトントンになるのでは、
と期待しています」（田中氏）

三國機械工業株式会社
管理本部 課長
田中 秀一 氏

東京本社にて取材

システム概況図

『PCAクラウド』なら今後は･･･
○税率改正に伴うバージョンアップ費用は不要
○サーバー管理費も不要
○サーバーレスの環境で、震災対策になる

『PCA会計Xクラウド』
の仕訳データを、支払手
形情報・受取手形情報を
元に、自動作成

『PCA会計Ｘクラウド』により、
会計・手形データを複数名で同時
に情報共有

手形管理システムと連携 手形の発行・決済・取立・割引・裏書・決済

PCA会計Xクラウド

Vicsell手形管理科目別税区分別集計表

勘定科目別消費税区分のチェックが
可能。仕訳の税区分が適切に設定さ
れているかを簡易チェック

スタンプ別明細書

スタンプ別明細書で債務管理。
債権の消込も可能

○伝票の日付から税率を自動
   判定。消費税率改正への対応
   も万全

『PCAクラウド』導入の大きな決め手の
一つだった消費税率改正だが、『PCA会計
Xクラウド』において非常に便利に使え
た機能があったという。それは「日付によ
る消費税率の自動判定」機能だ。伝票の日
付から税率を自動判定するため、いちい
ち伝票の日付を見ながら税率を変更し入
力していく手間は必要ない。また「科目別
税区分別集計表」が付いており、仕訳の税
区分が正しく入力できているか、間違っ
た科目で入力していないかを確認するこ
とができる。
「消費税率改正については、特に何も意

識することなく従来通りの経理処理をし
ていました。つまり言い換えると、何の問
題もなくすんなりと消費税率改正を乗り
越えられたわけで、違和感なく・意識しな
いで・問題なく使える、という基本は大事
だと思います」（田中氏）

同社では「スタンプ別明細書」をよく利
用している。仕訳帳や元帳の画面で付け
たスタンプ別の明細書で、月次を締めた
後に発生した前月分の入出金に付けた消
込の確認ができる。また未消込データの
　

○「スタンプ別明細書」で債務
   管理。未回収項目の減少に繋
   げる

本社管理本部



三國機械工業株式会社

※AccessⓇは Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
※ExcelⓇは Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
※会社名と製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
※記載内容は取材当時の情報を元に作成しております。現在とは内容が異なる場合がございますのでご了承ください。 2015.04.01

TEL.03(5211)2700 FAX.03(5211)2740本社 〒102-8171 東京都千代田区富士見1-2-21 PCAビル

ピー・シー・エー株式会社 Since 1980.8.1

集計も可能だ。「スタンプ集計表」では売
上金と売掛入金、未払金の計上と実際の
支払いなどの付け合せに先立って金額の
確認ができる。
「債務管理のためによく活用していま

す。以前は未回収のものなどもあり、この
ような事態を引き起こさないためにどう
すればよいのか考えていたところ、この
スタンプ別機能が非常に便利に使えると
わかりました。債権の消込もできるのが
よいですね」（田中氏）

管理本部課長 田中秀一氏はこれまで
数社の会計ソフトを経験してきた。『PCA
会計』に長年親しんでいるため、かつて使
用していた会計ソフトとの比較はなかな
か難しいと前置きしたうえで、「それでも
PCAには入力のしやすさ、安定感のよう
なものを感じる」と評価している。
「『PCA会計Xクラウド』では、例えば仕

訳を入力する画面でこちらが誤った入力
をすると、メッセージが出てきます。気付
きを与えてくれるので、その面では助か
っています」（田中氏）

なお『PCAクラウド』を導入する際、江
副氏と田中氏は、レスポンスの時間を少
し気にしていたという。そこで体験版を
試してみたところ、その問題は気にする
必要はないと実感できたという。
「体験版を試したときに感じたのは、経

理担当者は考えながら入力するわけです
から、連打するシーンは実はそんなに多
くはありません。ですから実際にクラウ
ドにしてからも、スピードはまったく気
　

○気付きを与えてくれるのがP
   CAソフト

今後は今以上に『PCA会計X』を使いこ
なしていきたいと語る同社。「いずれ予算
や分析機能なども使っていきたいところ
なのですが、現時点では資金繰をうまく
利用することが先決です。しかし現状の
資金繰の機能ではズーム機能が使えない
ため、何の資金科目に紐づいているのか
がわかりません。ここをもう少し改良し
ていただければ助かります」（田中氏）

三國機械工業株式会社は、数少ないエ
ンジニアリング機能を持つ商社だ。その
ため例えばフランスで仕入れた粉体空気
圧輸送装置を、日本の中でもとりわけ寒
暖差が激しい地方の工場に合った装置に
調整して納入できる技術を持っている。
取引先企業には世界をけん引する大手企
業が多く、ロシアやマレーシアにも拠点
を持っている。「英文でのやり取りも多い
のですが、例えば日本企業の会計基準で
よいので、英文の財務諸表などが『PCA会
計』から出力できると、助かる企業も多い
のではないでしょうか」（田中氏）

エンジニアリング機能を持った機械専
門商社として、国内外で活躍している同
社。その活躍を支えられる会計ソフトと
してPCAへの期待は高い。

にすることなく処理できています」（田中
氏）

今後の展望

三國機械工業株式会社 HP
http://www.mikunikikai.jp


